
　

　2003年、ニチメンと日商岩井が経営統合し、翌年2004年、双日と

して発足した。日商岩井は、文久2（1862）年に創業された岩井文助

商店、明治7（1874）年に設立された鈴木商店が源流であり、ニチメン

は明治25（1892）年に設立された日本綿花を出発点としている。

鈴木商店と岩井商店は、現在に続く代表的な製造業を次々と設立

し、日本綿花は世界各地での綿花の調達と綿製品の販売のため

に、日本の海外進出の尖兵として活躍した。双日は、開国後、最も

日本が輝いた明治・大正の産業革命期に、日本の礎づくり、モノづ

くりに奔走した商人の起業家精神、フロンティア精神を受け継い

だ総合商社といえる。そして、先人から受け継いだ顧客、商品、スピ

リッツといった有形無形の資産を高度化し、また新たな領域で挑戦

している。

　2021年の統合報告書の中で社長の藤本は、「総合商社としての原点

に立ち返る」とし、先人の偉業を例に、

今こそ世の中の変化を捉え、これから

旬を迎える新しい事業、新しい土地に

投資し続けていかなくてはならない

と決意を述べている。また、現在の

双日について、強い責任感のもと、マーケットの課題を取り上げ、解決策を提案

していける能力を個々人が持ち、組織としては風通しの良さとスピードを重ん

じる社風であること、これが双日らしさであると紹介している。

　双日は、2030年における「目指す姿」として、かつて先人が行ってきたように

「事業や人材を創造し続ける総合商社」を掲げ、新たな次代を創ろうとして

いる。

　双日は、2004年の発足時にグループスローガンである「New way, New value」を掲げ、従来に捉われない

新たな発想で、新たな価値を生み出す商社を目指してきた。そして2018年からは、発想を実現する商社として、

「発想」、「実現」そして「双日」を掛け合わせた造語「Hassojitz（ハッソウジツ）」をキャッチフレーズに企業広告と

して展開。

　双日における「さらなる成長」を考え、未来構想力や戦略的思考を定着させるべく、2019年より新規事業

創出プロジェクト「発想×双日プロジェクト（通称：Hassojitzプロジェクト）」を開始。経営陣や外部有識者に

よる審査を通過した“発想”は数ヵ月かけて事業化の道を探るもの。有望な事業アイデアには、双日として出資

も検討、起業して独立することも後押しする。今までの延長線上にない事業を生み出し、企業としてさらに成長

するためであり、先人のような起業家精神を活性化させるための取組みでもある。2020年には、本プロジェ

クトの第1号出資案件として、電気自動車インフラ事業の開発に向けASF株式会社と資本業務提携をする

など、発想を実現している。

150年以上の歴史を受け継ぐ新しく伝統ある双日
～総合商社としての原点に立ち返る

新たな双日のキャッチフレーズ
「Hassojitz（ハッソウジツ）」

双日の系譜

昭和18（1943）年
日綿實業
に商号変更

明治29（1896）年
岩井商店
創業

昭和57（1982）年
ニチメン
に商号変更

昭和18（1943）年
岩井産業
に商号変更

昭和43（1968）年
日商岩井
発足

明治7（1874）年
鈴木商店
創業

明治25（1892）年
日本綿花
設立

文久2（1862）年
岩井文助商店

創業

平成16（2004）年

双日株式会社
発足

昭和3（1928）年
日商
設立

代表取締役社長 CEO
        藤本 昌義
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